
(57)【要約】

【課題】本発明は導電ボールを使わないで電気的な接続

が可能なプラズマディスプレイパネルの接続構造及び方

法を提供することを課題とする。

【解決手段】このプラズマディスプレイパネルの接続構

造は先端を先鋭にされた突出形状から形成される銅電極

を具備したフレキシブル基板と、フレキシブル基板と接

着されるパネル基板と、押圧されたときに銅電極がパネ

ル基板のパネル用電極に直接連結されるように導電ボー

ルが存在しない接続部材とを含む。

　したがって、導電ボールが存在しないので、従来のよ

うな導電ボールが集まってショートするのを防止する同

時に、銅電極がパネル用電極に入り込み接続結合力を高

めることができる。 

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の パ ネ ル 用 電 極 を 備 え る 第 １ 基 板 と 、 前 記 複 数 の パ ネ ル 用 電 極 と 対 応 さ れ る よ う に
配 列 さ れ た 複 数 の 接 続 用 電 極 を 備 え る 第 ２ 基 板 と 、 前 記 第 １ 基 板 と 前 記 第 ２ 基 板 と の 間 に
配 置 さ れ て 、 押 圧 さ れ た と き に 前 記 接 続 用 電 極 が 前 記 パ ネ ル 用 電 極 に 直 接 的 に 連 結 さ れ る
よ う に 導 く 接 続 部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 。  
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 接 続 用 電 極 は 前 記 接 続 部 材 の 方 向 に 先 端 を 先 鋭 に さ れ た 突 出 形 状 か ら な る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 。  
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 接 続 用 電 極 は 前 記 接 続 部 材 方 向 に 曲 面 を 有 す る 突 出 形 状 か ら な る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 。  
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 接 続 用 電 極 は 押 圧 さ れ た と き 、 前 記 パ ネ ル 用 電 極 内 部 に 差 し 込 ま れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 。  
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 基 板 は フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 フ ィ ル ム （ Ｆ Ｐ Ｃ ） 、 チ ッ プ オ ン フ ィ ル ム （ Ｃ Ｏ
Ｆ ） 、 チ ッ プ オ ン ガ ラ ス （ Ｃ Ｏ Ｇ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ
ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 。  
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 パ ネ ル 用 電 極 は 前 記 第 １ 基 板 が 下 部 基 板 の 場 合 、 ア ド レ ス 電 極 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 。  
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 パ ネ ル 用 電 極 は 前 記 第 １ 基 板 が 上 部 基 板 の 場 合 、 バ ス 電 極 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 。  
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 接 続 部 材 は 導 電 ボ ー ル が 存 在 し な い エ ポ キ シ 樹 脂 、 導 電 ボ ー ル が 存 在 し な い ス チ レ
ン 樹 脂 、 導 電 ボ ー ル が 存 在 し な い ウ レ タ ン 樹 脂 、 導 電 ボ ー ル が 存 在 し な い フ ェ ノ ル 樹 脂 及
び 導 電 ボ ー ル が 存 在 し な い シ リ コ ー ン 樹 脂 の い ず れ か か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 。  
【 請 求 項 ９ 】
　 複 数 の パ ネ ル 用 電 極 を 備 え た 第 １ 基 板 上 に 、 導 電 ボ ー ル が 存 在 し な い 樹 脂 の 材 質 か ら な
る 接 続 部 材 と 複 数 の 接 続 用 電 極 を 備 え た 第 ２ 基 板 を 順 に 重 ね る 段 階 と 、 前 記 複 数 の 接 続 用
電 極 と 前 記 複 数 の パ ネ ル 用 電 極 の そ れ ぞ れ が 対 応 す る よ う に ア ラ イ ン す る 段 階 と 、 及 び 前
記 第 ２ 基 板 を 押 圧 し て 前 記 複 数 の 接 続 用 電 極 が 前 記 エ ポ キ シ 樹 脂 を 貫 い て 前 記 複 数 の パ ネ
ル 用 電 極 と 直 接 的 に 連 結 さ せ る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル
の 接 続 方 法 。  
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 接 続 用 電 極 は 前 記 接 続 部 材 の 方 向 に 先 端 を 先 鋭 に さ れ た 突 出 形 状 か ら な る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 方 法 。  
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 接 続 用 電 極 は 前 記 接 続 部 材 の 方 向 に 曲 面 を 有 す る 突 出 形 状 か ら な る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ９ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 方 法 。  
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 接 続 用 電 極 は 前 記 パ ネ ル 用 電 極 の 内 部 に 差 し 込 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記
載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 方 法 。  
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 ２ 基 板 は フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 フ ィ ル ム （ Ｆ Ｐ Ｃ ） 、 チ ッ プ オ ン フ ィ ル ム （ Ｃ Ｏ
Ｆ ） 、 チ ッ プ オ ン ガ ラ ス （ Ｃ Ｏ Ｇ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ
ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 方 法 。  
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 パ ネ ル 用 電 極 は ア ド レ ス 電 極 及 び バ ス 電 極 中 か ら 一 つ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ９ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 方 法 。  
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 樹 脂 の 材 質 は エ ポ キ シ 樹 脂 、 ス チ レ ン 樹 脂 、 ウ レ タ ン 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 及 び シ
リ コ ー ン 樹 脂 の 中 の 一 つ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ
パ ネ ル の 接 続 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 装 置 に 関 し 、 特 に プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 装
置 に お い て パ ネ ル 基 板 と 印 刷 回 路 基 板 （ Ｐ Ｃ Ｂ ） と を 接 続 部 材 を 介 し て 電 気 的 に 連 結 す る
接 続 構 造 及 び 接 続 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 、 情 報 処 理 シ ス テ ム の 発 達 と 普 及 に 伴 っ て 映 像 情 報 の 重 要 性 が 増 大 し て い る 。 こ の
よ う な 映 像 情 報 の 最 も 重 要 な マ ン － マ シ ン ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス と し て 、 デ ィ ス プ レ イ 手 段
が 重 要 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 デ ィ ス プ レ イ 手 段 は Ｌ Ｃ Ｄ や Ｔ Ｖ 、 Ａ Ｖ の モ ニ タ ー 、 コ ン ピ ュ ー タ ー デ ィ ス プ レ イ な ど
に 適 用 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な デ ィ ス プ レ イ 手 段 の 中 で プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ
ル （ Ｐ Ｄ Ｐ ） は 厚 さ が 薄 く て 軽 く て 大 型 化 が 可 能 で あ る と い う 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｐ Ｄ Ｐ は 放 電 を 発 生 す る パ ネ ル 、 そ の パ ネ ル を 制 御 す る 駆 動 回 路 を 備 え る 印 刷 回 路 基 板
、 そ の 他 の 放 熱 装 置 な ど を セ ッ ト に 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 パ ネ ル と 印 刷 回 路 基 板 の 間 は 、 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム （ Ａ Ｃ Ｆ ： Anisotropic Conductive
 Film） で 電 気 的 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ は 一 般 的 な Ｐ Ｄ Ｐ で パ ネ ル 基 板 と 印 刷 回 路 基 板 と し て の フ レ キ シ ブ ル 基 板 と の 電 気
的 な 連 結 状 態 を 示 し て い る 。 図 ２ は 図 １ で フ レ キ シ ブ ル 基 板 に 取 り 付 け る 異 方 性 導 電 フ ィ
ル ム を 示 し て い る 。 図 ３ は 図 ２ の 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ ～ ３ を 参 照 す る と 、 矩 形 平 面 状 の パ ネ ル 基 板 （ １ ） に 信 号 の 連 結 の た め に 多 数 の フ
レ キ シ ブ ル 基 板 （ ２ ） が 取 り 付 け ら れ て い る 。 パ ネ ル 基 板 （ １ ） に フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ ２
） を 接 着 さ せ る た め に 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ ２ ） の 端 部 に 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム （ ３ ） を 付
着 さ せ 、 そ の フ ィ ル ム を 付 着 さ せ た 端 部 を パ ネ ル 基 板 （ １ ） の 周 辺 部 に 固 定 し 、 同 時 に 電
気 的 に も 連 結 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 使 用 さ れ る 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム （ ３ ） は 図 ３ に 示 し た よ う に 導 電 ボ ー ル （ ４ ） を
含 む エ ポ キ シ 樹 脂 （ ５ ） の か ら な る 。 こ こ で 符 号 （ ６ ） は 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム （ ３ ） を 保
護 す る た め の Ｐ Ｅ Ｔ 樹 脂 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ４ は 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム を 利 用 し て パ ネ ル 基 板 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 と を 接 続 さ せ る 従
来 の 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ４ に 示 し た よ う に 、 ガ ラ ス 基 板 （ １ １ ） 上 に 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム （ １ ３ ） と フ レ キ シ
ブ ル 基 板 （ １ ４ ） 、 例 え ば Ｃ Ｏ Ｆ （ Chip On Film） や Ｆ Ｐ Ｃ （ Flexible Printed Circuit
 Film） を 順 に 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 こ の よ う に 取 り 付 け ら れ た フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ １ ４ ） 上 に シ リ コ ー ン ラ バ ー （ １ ６ ） を
載 せ て 、 圧 着 装 置 （ 図 示 し な い ） の 熱 圧 着 ヘ ッ ド （ １ ７ ） を 利 用 し て フ レ キ シ ブ ル 基 板 （
１ ４ ） を 押 圧 さ せ る 。 シ リ コ ー ン ラ バ ー （ １ ６ ） は 圧 着 装 置 の 押 圧 に よ っ て パ ネ ル 基 板 （
１ １ ） が 損 傷 さ れ る の を 防 ぐ た め の 緩 衝 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ １ ４ ） が 押 圧 さ れ る と 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ １ ４ ） に 設 け ら れ て い
る 電 極 （ １ ５ ） と ガ ラ ス 基 板 に 電 極 （ １ ５ ） に 向 き 合 う よ う に 設 け ら れ て い る ア ド レ ス 電
極 （ １ ２ ） が 接 近 し 、 そ の 間 に あ る 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム （ １ ３ ） に 存 在 す る 導 電 ボ ー ル （
４ ） が 銅 （ Ｃ ｕ ） か ら な る 電 極 （ １ ５ ） と パ ネ ル 基 板 （ １ １ ） の ア ド レ ス 電 極 （ １ ２ ） と
の 間 に 介 在 し て 両 者 を 電 気 的 に 結 合 さ せ る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 隣 接 す る 銅 電 極 （ １ ５ ） ど う し の 間 と 、 同 様 に 隣 り 合 っ て い る ア ド レ ス 電 極 （ １
２ ） の 間 に 形 成 さ れ る 空 間 領 域 に は 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム （ １ ３ ） の エ ポ キ シ 樹 脂 が 満 た さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し た が っ て 、 パ ネ ル 基 板 （ １ １ ） と フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ １ ４ ） の 電 極 の 間 は 導 電 ボ ー ル
（ ４ ） に よ っ て 電 気 的 に 連 結 さ れ る 一 方 、 隣 合 う 銅 電 極 （ １ ５ ） の 間 及 び 隣 合 う ア ド レ ス
電 極 （ １ ２ ） の 間 は エ ポ キ シ 樹 脂 に よ っ て 絶 縁 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し か し 、 前 記 の よ う に 導 電 ボ ー ル を 含 む 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム を 使 っ て パ ネ ル 基 板 と フ レ
キ シ ブ ル 基 板 を 接 続 す る 場 合 に は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 押 圧 さ れ た と き に 異 方 性 導 電 フ
ィ ル ム （ １ ３ ） の エ ポ キ シ 樹 脂 が 押 さ れ て 、 そ の 中 に 分 散 し て い た 導 電 ボ ー ル （ ４ ） の 一
部 は 電 極 の 電 気 的 連 結 の た め に 使 わ れ る が 、 他 の 一 部 は 横 に 押 さ れ て フ レ キ シ ブ ル 基 板 （
１ ４ ） の 端 部 に 集 ま る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 集 ま っ た 導 電 ボ ー ル が 電 気 的 ラ イ ン を 形 成 し て 電 気 的 に シ ョ ー ト さ せ る こ と
が あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 導 電 ボ ー ル を 利 用 し て パ ネ ル 基 板 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 間 の 電 気 的 な 連 結 を す る
従 来 の 接 続 構 造 で は 、 導 電 ボ ー ル に よ っ て 電 気 的 な 連 結 は で き る も の の 、 こ の よ う な 導 電
ボ ー ル の た め パ ネ ル 基 板 の 電 極 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 電 極 の 結 合 力 が 弱 く な っ て 接 続 部 分
が 離 脱 す る 可 能 性 が 高 か っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 は 導 電 ボ ー ル を 使 わ な い で 電 気 的 な 接 続 が 可 能 な プ ラ ズ マ デ ィ ス プ
レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 及 び 接 続 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 電 極 を 突 き 出 さ せ て パ ネ ル 基 板 の 電 極 へ 差 し
込 ま れ る よ う に す る こ と で 、 接 続 結 合 力 を 高 め る こ と が で き る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ
ル の 接 続 構 造 及 び 接 続 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 は 、 複 数
の パ ネ ル 用 電 極 を 備 え る 第 １ 基 板 と 、 そ の 複 数 の パ ネ ル 用 電 極 と 対 応 さ れ る よ う に 配 列 さ
れ た 複 数 の 接 続 用 電 極 を 備 え る 第 ２ 基 板 と 、 第 １ 基 板 と 第 ２ 基 板 の 間 に 配 置 さ れ 、 押 圧 さ
れ た と き 接 続 用 電 極 が パ ネ ル 用 電 極 に 直 接 連 結 さ れ る よ う に 導 く 接 続 部 材 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 接 続 用 電 極 は 前 記 接 続 部 材 方 向 に 先 端 が 先 鋭 に さ れ る か ま た は 曲 面 を 有 す る 突 出 形
状 か ら な る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 接 続 用 電 極 は 押 圧 さ れ た と き 、 パ ネ ル 用 電 極 の 内 部 に 入 り 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 望 ま し い 他 の 実 施 態 様 に よ る と 、 プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 方 法 は 、
複 数 の パ ネ ル 用 電 極 を 備 え た 第 １ 基 板 上 に 、 導 電 ボ ー ル が 存 在 し な い 樹 脂 材 質 か ら な る 接
続 部 材 と 複 数 の 接 続 用 電 極 を 備 え た 第 ２ 基 板 を 順 に 重 ね る 段 階 と 、 前 記 複 数 の 接 続 用 電 極
と 前 記 複 数 の パ ネ ル 用 電 極 の そ れ ぞ れ が 対 応 す る よ う に ア ラ イ ン さ せ る 段 階 と 、 前 記 第 ２
基 板 を 押 圧 し て 前 記 複 数 の 接 続 用 電 極 を 、 前 記 エ ポ キ シ 樹 脂 を 貫 い て 前 記 複 数 の パ ネ ル 用
電 極 と 直 接 的 に 連 結 さ せ る 段 階 と を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 及 び 接 続 方 法 に よ る と 、 導 電 ボ ー
ル が 存 在 し な い 接 続 部 材 を 使 う の で 、 従 来 の よ う に 、 導 電 ボ ー ル が 集 ま っ て シ ョ ー ト す る
の を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の よ う に 導 電 ボ ー ル を 使 わ な い の で 、 材 料 費 が よ り
節 減 さ れ る 效 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 及 び 接 続 方 法 に よ る と 、 フ レ キ
シ ブ ル 基 板 の 銅 電 極 を 先 端 を 先 鋭 に し た 突 出 形 状 に 形 成 し て 銅 電 極 が パ ネ ル 基 板 の パ ネ ル
用 電 極 に 差 し 込 ま れ る よ う に し た の で 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 と パ ネ ル 基 板 の 間 の 接 続 結 合 力
を よ り 高 め る こ と が で き る と い う 效 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 添 付 さ れ た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に 係 る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル に 対 し て 詳
し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ は 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 に 係 る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 を 示 す
図 で あ る 。  
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に 係 る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 は パ ネ ル 基 板
（ ５ ３ ） と 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ ５ １ ） と 、 接 続 部 材 （ ５ ５ ） と を 含 ん で い る 。 パ ネ ル 基
板 （ ５ ３ ） は 複 数 の パ ネ ル 用 電 極 （ ５ ４ ） を 備 え 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ ５ １ ） は パ ネ ル 基
板 （ ５ ３ ） の 複 数 の パ ネ ル 用 電 極 （ ５ ４ ） と 対 応 す る よ う に 配 列 さ れ た 複 数 の 接 続 用 電 極
（ 例 え ば 、 銅 電 極 （ ５ ２ ） ） を 備 え て い る 。 接 続 部 材 （ ５ ５ ） は パ ネ ル 基 板 （ ５ ３ ） と フ
レ キ シ ブ ル 基 板 （ ５ １ ） と の 間 に 配 置 さ れ 、 押 圧 さ れ た と き に 接 続 用 電 極 が パ ネ ル 用 電 極
（ ５ ４ ） （ ア ド レ ス 電 極 ま た は バ ス 電 極 ） に 直 接 連 結 さ れ る よ う に 導 く 構 成 と さ れ て い る
。 こ の 接 続 部 材 （ ５ ５ ） の 材 料 と し て は エ ポ キ シ 樹 脂 、 ス チ レ ン 樹 脂 、 ウ レ タ ン 樹 脂 、 フ
ェ ノ ー ル 樹 脂 、 シ リ コ ー ン 樹 脂 な ど か ら な る こ と が 望 ま し い 。 そ し て 、 い ず れ の 材 料 か ら
な る に し て も そ れ に は 従 来 の よ う な 導 電 ボ ー ル は 含 ま れ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 よ り 詳 し く 説 明 す る と 、 パ ネ ル 基 板 （ ５ ３ ） は プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 下 部 基 板
ま た は 上 部 基 板 で あ る 。 パ ネ ル 基 板 （ ５ ３ ） が 下 部 基 板 の 場 合 、 パ ネ ル 用 電 極 （ ５ ４ ） は
ア ド レ ス 電 極 を 意 味 し 、 パ ネ ル 基 板 （ ５ ３ ） が 上 部 基 板 の 場 合 、 パ ネ ル 用 電 極 （ ５ ４ ） は
バ ス 電 極 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 回 路 基 板 と し て の フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ ５ １ ） は 、 フ レ キ シ ブ ル 印 刷 回 路 フ ィ ル ム （ Ｆ Ｐ
Ｃ ： Flexible Printed Circuit Film） 、 チ ッ プ オ ン フ ィ ル ム （ Ｃ Ｏ Ｆ ： Chip On Film）
、 チ ッ プ オ ン ガ ラ ス （ Ｃ Ｏ Ｇ ： Chip On Glass） の い ず れ か 一 つ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ ５ １ ） に 形 成 さ れ る 銅 か ら な る 接 続 用 電 極 （ ５ ２ ） は 接 続 部 材 （ ５
５ ） に 向 か っ て 突 出 し た 突 出 形 状 と さ れ て い る 。 し か も 、 そ の 先 端 が 図 示 の よ う に 先 鋭 に
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さ れ て い る 。 そ の 例 と し て は 、 例 え ば 図 ８ に 示 し た よ う に 、 パ ネ ル 用 電 極 （ ６ ２ ） の 幅 内
で 複 数 の 先 端 を 持 た せ た 山 の 形 状 と す る こ と も で き る 。 こ の 山 の 形 状 は 、 全 て 同 じ 形 状 と
す る こ と も で き 、 あ る い は 、 中 心 部 の 山 の 形 状 が 両 端 部 分 の 山 の 形 状 よ り 大 き く 形 成 す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 先 端 を 先 鋭 に さ れ た 突 出 形 状 の 銅 電 極 （ ６ １ ） は 押 圧 さ れ た と き に 対 応 す る
パ ネ ル 用 電 極 （ ６ ２ ） に 差 し 込 ま れ 、 パ ネ ル 用 電 極 （ ６ ２ ） と 銅 電 極 （ ６ １ ） と が 直 接 接
触 す る と と も に 、 そ の 接 続 結 合 力 を よ り 高 め る こ と が で き 、 従 来 技 術 で の よ う に 結 合 力 が
弱 く て パ ネ ル 基 板 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 離 れ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 銅 電 極 （ ５ ２ ） は 接 続 部 材 （ ５ ５ ） の 方 向 に 湾 曲 し た 突 出 形 状 と す る こ と も で き
る 。 す な わ ち 、 図 ９ に 示 し た よ う に 、 銅 電 極 （ ６ ４ ） は 中 心 部 が 一 番 大 き く て 端 に 行 く ほ
ど 次 第 に 小 く な る 柔 ら か い 曲 面 （ 半 楕 円 ま た は 半 円 ） と し て 突 き 出 る よ う に 形 成 さ れ て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 銅 電 極 （ ６ ４ ） が 曲 面 を 有 す る 突 出 形 状 か ら な る と 、 押 圧 さ れ た と き パ ネ ル
用 電 極 （ ６ ２ ） と の 接 触 面 積 を 最 大 限 拡 大 す る こ と が で き 、 接 続 部 分 で の 電 気 的 な 抵 抗 成
分 を 最 大 限 抑 制 し て 導 電 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 パ ネ ル 基 板 上 に パ ネ ル 用 電 極 （ ６ ６ ） を 形 成 す る と 、 パ ネ ル 用 電 極 （ ６ ６ ） は そ
の 端 が エ ッ ジ カ ー ル 形 態 と な る よ う に 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 パ ネ ル 用 電 極 （ ６ ６ ） の 端
が 高 く 形 成 さ れ 、 中 心 部 が よ り 低 く な る よ う に 形 成 さ れ る （ 図 １ ０ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う な パ ネ ル 用 電 極 （ ６ ６ ） に 対 応 す る た め に 銅 電 極 （ ６ ７ ） は 中 心 部 （ ６ ８ ） と
両 端 部 （ ６ ９ ） の そ れ ぞ れ を 先 端 を 先 鋭 に し た 突 出 形 状 か ら 形 成 す る が 、 中 心 部 （ ６ ８ ）
の 突 出 形 状 が 両 方 端 （ ６ ９ ） の 突 出 形 状 よ り 大 き く す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ の よ う に す る こ と で 、 エ ッ ジ カ ー ル 形 態 と な っ た パ ネ ル 用 電 極 に 対 し て 中 心 部 （ ６ ８
） も 両 方 端 部 （ ６ ９ ） も そ れ ぞ れ に 形 成 さ れ た 突 出 形 状 が パ ネ ル 用 電 極 （ ６ ６ ） に ほ ぼ 等
し い 深 さ に 入 り 込 み 、 よ り 接 続 結 合 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 記 し た プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ の 接 続 構 造 を 形 成 す る た め の 動 作 過 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ７ は 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 に よ る 接 続 部 材 を 利 用 し て パ ネ ル 基 板 と フ レ キ シ ブ ル
基 板 を 接 続 さ せ る 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 最 初 に 、 複 数 の パ ネ ル 用 電 極 （ ５ ４ ） を 設 け た パ ネ ル 基 板 （ ５ ３ ） と 、 導 電 ボ ー ル が 存
在 し な い エ ポ キ シ 樹 脂 か ら な る 接 続 部 材 （ ５ ５ ） と 、 複 数 の 銅 電 極 （ ５ ２ ） を 設 け け た フ
レ キ シ ブ ル 基 板 （ ５ １ ） と を 用 意 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 用 意 さ れ た パ ネ ル 基 板 （ ５ ３ ） の 上 に 接 続 部 材 （ ５ ５ ） と フ レ キ シ ブ ル 基 板
（ ５ １ ） を 順 に 積 層 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 複 数 の 銅 電 極 （ ５ ２ ） と 複 数 の パ ネ ル 用 電 極 （ ５ ４ ） の そ れ ぞ れ が 対 応 す る よ う
に ア ラ イ ン 装 置 (図 示 し な い )な ど を 利 用 し て ア ラ イ ン が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ア ラ イ ン に よ っ て 複 数 の 銅 電 極 （ ５ ２ ） と 複 数 の パ ネ ル 用 電 極 （ ５ ４ ） が そ れ ぞ れ 対 応
し て 一 致 す る と 、 熱 圧 着 装 置 を 利 用 し て フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ ５ １ ） を 押 圧 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 す な わ ち 、 熱 圧 着 装 置 の 圧 着 ヘ ッ ド に よ っ て フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ ５ １ ） が 押 さ れ 、 こ れ
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に よ っ て フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ ５ １ ） の 銅 電 極 （ ５ ２ ） が 接 続 部 材 （ ５ ５ ） の エ ポ キ シ 樹 脂
を 貫 い て パ ネ ル 基 板 （ ５ ３ ） の パ ネ ル 用 電 極 （ ５ ４ ） と 直 接 的 に 連 結 さ れ る 。 す な わ ち 、
従 来 は 導 電 ボ ー ル に よ っ て パ ネ ル 用 電 極 と 銅 電 極 が 間 接 的 に 連 結 さ れ て い た の に 比 べ て 、
本 発 明 で は 接 続 部 材 （ ５ ５ ） に 導 電 ボ ー ル が な い の で 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 （ ５ １ ） の 銅 電
極 （ ５ ２ ） が エ ポ キ シ 樹 脂 を 貫 い て パ ネ ル 基 板 （ ５ ３ ） の パ ネ ル 用 電 極 （ ５ ４ ） と 直 接 連
結 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ れ だ け で な く 、 こ の よ う に パ ネ ル 用 電 極 （ ５ ４ ） に 連 結 さ れ る 銅 電 極 （ ５ ２ ） は 圧 力
が 増 加 し て 時 間 が 経 過 す る の に 伴 っ て 次 第 に パ ネ ル 用 電 極 （ ５ ４ ） で 所 定 の 深 さ だ け 入 り
込 む 。 こ の 時 、 銅 電 極 （ ５ ２ ） を ど の 程 度 の 深 さ 入 り 込 ま せ る か に 対 し て は 本 発 明 の 範 囲
を 越 す の で こ れ 以 上 説 明 し な い 。 本 発 明 で は 銅 電 極 （ ５ ２ ） が パ ネ ル 用 電 極 （ ５ ４ ） に 対
し て 所 定 の 深 さ だ け 入 り 込 み さ え す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 今 ま で 本 発 明 は プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 に 対 し て 説 明 し た が 、 本 発 明 は
こ れ に 限 定 さ れ ず 、 導 電 ボ ー ル が 存 在 し な い 接 続 部 材 と 先 端 が 先 鋭 に さ れ た 突 出 形 状 を 有
す る 銅 電 極 を 具 備 し た フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 利 用 し て 電 気 的 連 結 を し よ う と す る す べ て の デ
ィ ス プ レ イ 素 子 、 例 え ば 　 Ｌ Ｃ Ｄ 、 Ｅ Ｌ な ど に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な Ｐ Ｄ Ｐ に お け る パ ネ ル 基 板 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 電 気 的 な 連 結 状 態 を 示
し た 図 。
【 図 ２ 】 図 １ で フ レ キ シ ブ ル 基 板 上 に 付 着 さ せ る 接 続 部 材 を 示 し た 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 接 続 部 材 の 構 造 を 示 し た 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の 接 続 部 材 を 利 用 し て パ ネ ル 基 板 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 接 続 さ せ る 状 態 を 示
し た 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 接 続 部 材 を 利 用 し て パ ネ ル 基 板 と フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 接 続 す る 場 合 に 導 電
ボ ー ル が 集 ま る 状 態 を 示 し た 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 に 係 る プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 接 続 構 造 を 示 し
た 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 接 続 部 材 を 利 用 し て パ ネ ル 基 板 と フ レ キ シ ブ ル
基 板 を 接 続 さ せ る 状 態 を 示 し た 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 に 具 備 さ れ た 銅 電 極 の 形 状 に の 例 を 示 し た 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 基 板 に 具 備 さ れ た 銅 電 極 の 形 状 の 他 の 例 を 示 し た 図 。
【 図 １ ０ 】 は 本 発 明 の エ ッ ジ カ ー ル 形 態 に 形 成 さ れ る パ ネ ル 用 電 極 に 対 応 す る フ レ キ シ ブ
ル 基 板 の 銅 電 極 の 形 状 に 対 す る 他 の 例 を 示 し た 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ５ １ ： フ レ キ シ ブ ル 基 板 、 ５ ２ ： 銅 電 極 、 ５ ３ ： パ ネ ル 基 板 、 ５ ４ ： パ ネ ル 用 電 極 、 ５
５ ： 接 続 部 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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